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則と同様の意味において裁判員裁判と関係する 7。  




































































































現に行われている取調べ方法である 9。  
「日弁連提言案」は、「口頭主義・直接主義の実質化の見地からは、検証
結果の立証方法としては、検証実施者の証人尋問が適切であり、証言を補






























10 「日弁連提言案」１１頁  
11 「検察の基本方針」１８頁もこの点の注意を喚起している。  
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13 前掲（注９）横井朗：１９、２０頁  
14 「日弁連提言案」１２頁  
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第４  供述調書の在り方  



















15 「検察の基本方針」２１頁。他に解説図等の活用なども提唱されているが、省略する。  
16 「検察の基本方針」２２、２３，５７，５８頁  
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17 「模擬裁判の成果と課題」４７頁  
18 「検察の基本方針」２６、２７頁  
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23 「模擬裁判の成果と課題」３７頁  
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24 「検察の基本方針」２７、２８頁  
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25 「検察の基本方針」２６、２７頁  
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26 最二決Ｓ３２．９．３０刑集１１巻９号２４０３頁  
27 最三判Ｓ３０．１．１１  刑集９巻１号１４頁  
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28 最高裁判所判例解説刑事編昭和３２年版４７２頁  
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る 31。  
以下、その具体的な方策に関する法曹三者の見解を紹介したうえ、その
是非を検討する。  





























するための尋問を行う必要がある。」 34としている。  
自白調書については、「被告人側が任意性を疑わせるに足りる具体的
な事実を明らかにして、自白調書の任意性を争う場合、検察官としては、
32 「模擬裁判の成果と課題」４１、４２頁  
33 「模擬裁判の成果と課題」４２頁  
34 「検察の基本方針」６５、６６頁  
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定されなくてはならないであろう。」 36としている。  
35 「検察の基本方針」３９、４０頁  
36 「日弁連提言案」１０頁  
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自白調書の任意性の審理については、「この審理を裁判員に分かりや
すいものとするには、被疑者取調べ過程の録音・録画記録制度の導入以
外に、本質的な解決策は考えられない。」 37と断じている。  
 （４）考察  























38 前出最三判Ｓ３０．１．１１  刑集９巻１号１４頁  
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第５  裁判員裁判における審理及び供述調書の現状と今後の課題  


































摘されている。   
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 ３  供述調書の内容及び方式  
裁判員裁判において取調べ請求される供述調書の現状は、従前の裁判官
裁判に比べれば、裁判員が聞いて理解できる「簡にして要を得た調書」作












                                                   
ることが少なくなく、裁判員には情報過多となり、核心部分の心証形成が























４ ２号書面の要件及び自白調書の任意性の立証  































49 前掲（注２１）杉田宗久：４１０頁  
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52 同会議配布資料「今後の検察における被疑者取調べの録音・録画について」４項  
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54 法務庁検務局総務課編「改正刑事訴訟法提案理由書」有隣出版  
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起すれば、残念ながら、検察官において真相解明を前面に出す時代は当面
終わったと観念せざるを得ないので、真相解明は供述調書の方が勝るとい
う意識を根本的に転換し、裁判上の真相解明は証人尋問及び被告人質問に
よることを本則とする外はない。そして、証人や被告人が公判廷において
は真実を供述しない場合のために、例外的に簡にして要を得た供述調書を
証拠調べするものとし、伝聞法則の例外要件や自白の任意性の担保策は、
録音録画などの客観的証拠による証明に努め、もって、捜査の近代化を図
るべきであると思う次第である。  
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